
EPOC (Evaluation system of POstgraduate Clinical training）

からEPOC2（E-POrtfolio of Clinical training）へ

― 臨床研修制度見直しに対応した新しいEPOC ―

（一社）国立大学病院長会議 EPOC運営委員会



EPOC2 オンライン臨床教育評価システム
Evaluation and portfolio system of clinical training
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 厚労省施行通知に準拠の卒後臨床研修評価システム



現行EPOCは評価記録ツール

2004年の臨床研修制度発足時から

研修医の50－70%に使用されてきた

「臨床研修の到達目標」の達成度の評価
システム

指導上有用な情報の管理

• 研修履歴

• コメディカル評価

• 指導医間の申し送り



医道審議会医師分科会医師臨床研修部会 報告書 参考資料（H30.3.30）より

EPOC2



EPOC2を開発

１. 厚労省施行通知（医師臨床研修ガイドライン）に準拠
• 厚労省臨床研修補助金（約5,000万円）交付

２. 2021年度（予定）～

卒前臨床実習でも活用

３. 入力を簡単に

• 負担無く簡便に登録できる

４. 新たな評価票、360度評価に対応

• UMIN IDを持たないメディカルスタッフもQRコードで評価を
入力できる

５. ポートフォリオ機能＊も搭載

• 経験症例インデックスの作成

• 研修活動の記録

携帯端末での入力を
デフォルトに

将来の専門医申請に
活用できる

卒前との連携が可能に

＊これまでの研修履歴を管理・一覧表示する機能



画面はpre β版です
今後デザインは変更予定です

入力画面を一新



指導医
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研修医評価票

タップすると
評価を入力できる

画面はpre β版です
今後デザインは変更予定です

全国の使用研修医の同時期の到
達度の平均値を参照できる



研修医

看護師
その他医療職

研修医評価票

UMIN IDがない評価者は、
QRコードを読み取れば、
評価が入力できる

インターネット接続可能
なスマホを持たない場合

↓
対応例
・病棟師長にUMIN IDを
取得してもらう

・紙で評価し代行入力
など

画面はα版です
今後デザインは変更予定です



研修医
経験症候／
疾病・病態
の記録

症候/疾病･病態一覧から
登録したいものを選択

画面はpre β版です
今後デザインは変更予定です



研修医
経験症候／
疾病・病態
の記録

経験したことの確認を
指導医･上級医に依頼

QRコードを読み取れば
その場で承認入力が可能

指導現場で診療録を前に
研修医/指導医･上級医が
対面でチェックが可能

画面はα版です
今後デザインは変更予定です

指導医
上級医



シームレスな評価
卒前臨床実習→卒後臨床研修

12

• 診療の基本（「医師として求められる
基本的な資質・能力」）

• 臨床実習で学生を信頼し任せられる
役割（EPA）

• 臨床推論（症候・病態）

• 基本的臨床手技
（一般手技、検査手技）

• 研修評価票Ⅱ（資質・能力）

• 研修評価票Ⅲ（基本的診療業務）

• 経験症候／疾患・病態の記録

• 臨床手技・検査手技等の記録

臨床実習の到達目標 臨床研修の到達目標・方略・評価

EPOC2で実現へ

卒前卒後のシームレスな連携により、重複のない効率的な実習・研修の提供が可能
→基本的な診療能力が早期から修得可能となり、医師の診療レベルの向上に繋がる

モデル・コアカリキュラムガイドライン



2019年3月

暫定版開発完了

2019年6月

試験運用開始

2020年1月20日

利用説明会

プレスセミナー
2019年12月16日

利用申込開始

2020年4月

本運用開始

EPOC2開発導入スケジュール（予定）

12月3日 戦略的活動WG
12月13日 常置委員会・定例プレスセミナー

10月21日 α版公開（epoc.umin.ac.jp）



α版公開中！
epoc.umin.ac.jp



 厚生労働省・文科省の支援の下、国立大学病院長会議が卒後臨床研修

の新しい評価システムを開発 (2020年4月より運用開始)

 EPOC2を用いた卒後臨床研修(厚生労働省所管)と卒前臨床実習(文部科学省所管)

のシームレスな連携を目指して機能拡張中。

（卒前機能に関しては、2021年度中の運用開始を予定）

 卒前卒後のシームレスな連携により、重複のない効率的な実習・研修の提供が可
能。

 基本的な診療能力が早期から修得可能となる。世界に類をみない臨床教育のナ

ショナル・ビッグデータが得られる

EPOC2 オンライン臨床教育評価システム
Evaluation and portfolio system of clinical training

要 旨

厚生労働省医道審議会 医師分科会 令和元年6月


